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１ ・ 市場価格と相場
な に ごと によ ら ず取 引き を 行う と き は相 場 を考

慮 する。 も っと も， 絶 対 的な 公 定価 格や 公 共 料金

な どが設 定さ れて守 ら れて い る 場合 に は相 場情 報

の 意 味は とく に な い。 し か し， 厚生 省の 薬 価 基準

に基づく公定価格や価格統制時代のマル公価格の

よ う に， 公定 価 格 が定 め られ て いて も， 実 際 の取

引価格の相場が別の水準で形成さ れたり変動した

り する こ と も少 なく な い。 そう した 場合 に はや は

り公定価格とは別の実勢の取引価格の情報ないし

は相場情報が考慮され， 個別当事者問取弓１の価格

交 渉 の べ 一 ス の ひ と つ に な る。

そう い う 意味 で は， 冒 頭の 一 文 は 「取 引 目 的物

の 相 場情 報 が得 ら れる 場 合に お いて は個 別 の 取引

に お いて 相 場 が考 慮さ れ る」 と 修正 しな けれ ばな

らな い だろ う。 以 下も 「取引 き の 目的 とな る 物件

や役務あるいはそれらが複合 した特定の取引単位

に対 する 相 場 の情 報」 がある 場 合 につ いて の は な

し で あ る。

市場価格や市場単価 と相場はどういう関係にあ

る のだ ろう か ？ 市場 価 格 はい わ ゆる 相場 と 近

い 関係 にあ り， ほと ん ど同 じ意 味 で使 わ れる こ と

も あ る
。
英 語 に す れ ば

，
ど ち ら も ｍａｒｋｅｔ ｐｒｉｃｅ

が 便 わ れ る よ う な ふ し も あ る （文一王，
２）
。
し か

し， 相 場価 格 に は一 般 に幅 が あり， 市場 の 趨 勢や

予 測に よ る 主観 的判 断 も 含む こ とが あ る。 な お先

物取引の相場や株式相場のような投機的な取引き

の 相 場 （Ｓｐｅｃｕ１就ｉｏ衛） は こ こ で は 扱 わ な い。
そ

う する と， ここ で 扱う 相場 に は 「市 価， 時価， 実

勢市場 価 格」 という 意 味と， もう ひとつ， 「妥当な

と ころ」 と いう 幅 をも った 評 価 的な 意 味 がある。

一方， 市場価格や市場単価は相場と局様の意味

の 他 に， 取引 分 野 固有 の定 義 を 与え ら れる 場 合も

あ り， 必 ず しも， 主観 や 幅が ある と は い えな いよ

う な感 じも する。

次に， 相場や市場価格と 「取引きの実例価格」

と の 関係 は どう な のか につ い て も考 察 した い。 た

だし， 会 計 法予 決 令 でいう ヂ取弓１き の 実例 価 格」

と 同 じ概 念 だと は い えな い部 分 を含 む か も しれな

い の で， こ こ で は
「前 例 価 格」 と い う 言 葉 を 使

う。 取引時点が近い前例取引の価格または単価で

あ る 。

今 回 は， 以上 の よう な 枠内 で， 取 引 行為 一 前例

価格一市場取引価格一相場情報の相互の関係を扱

う。 前半 は， 取引 一 般の 相場 の 情 報 晦 性質に つ い

て考 察 し， 後 半 では そ れと 対比 して
建 設 取弓１に も

言 及 した い
。

ト 取引行為の機能
個別の取引行為は一般に大きく二つの機能をも

つ。 ひと つ は， 取引 き を成 立 さ
せ 相 互 にな ん らか
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取引き価格のべ一ス

菌例価格情報の集合

図一１ 取引 き行為と相場情報の循環 （一般モデル）

の利 得 を生 み だす 働 き であ り， も う ひと つ は， 前

例価格 （練実例価格） の一つを生みだし相場憶報

形成 の 一石 と なる 働 き をす る。 こ う して 形成 さ れ

た相 場 情報 は 同 種物 件の 次 のセ ッ シ ョ ンの取 引 行

為の べ一ス になる。 この関 係を単純 化する と図一１

の よ う な モ デ ル に な る。

こ れ を や や ミ ク ロ に み る と き は， 一 般 に つ ぎ の

よ う な プ ロ セ ス を 含 む。

① 取引 行為 が 個別 の １つ の 取引 き を成 立さ せ

る
。

② こ れ に よ っ て， 双 方 が利 益 の 期 待 を 得 る

（結 果と してマイ ナス の利 益 も あり 得る）。

③こ の １つ の 取引 き が この 取引 相 手 方と の 今

後の 取引 き の 実績 を 形成 する。

④そ れ が長 期 的取 引 き につ な がる 可能 性 が一

歩 開 け る。

⑤取 引 きの 対 象物 件 や 役務 に関 して， こ の取

引 当 事者 間 にお ける 前 例 価格 を 生 みだ す。

⑥ この個 別 取 引当 事 者間 の 前例 価 格 は， こ の

同じ当事考間の今後の取引価格交渉の有力

な べ 一 ス と な る。

以 上 は， 或 る 物件 また は役 務 をめ ぐる 特定 の 取

引 当 事者 間に お ける 働 き であ る。 次 に， 同 種 の物

件や 役 務をめ ぐる他 の当 事 者の 取引き に 作用する。

す な わ ち，

⑧同じ物件や役務をめぐる他の当事者に上記

の前 例取 引 の情 報 が伝 わ れ ば， そ の取 引 価

格交渉の有力な一参考として取引きに影響

す る
。

⑨ こう して， 同 一 種の 財 や役 務 やそ の 複合 約

取弓１に 関 して， 多 数の 前例 取 引の 憶 報 が生

ま れて， そ れら の憶 報 が流 通 する と き はそ

の取引対象物に関する相場憶報が形成され

る
。

⑩こ う して 形成 さ れた 相 場憶 報 は， そ の 財の

市 場の 取弓１き の べ 一ス と なる。 これ も 次回

以 降 の前 記① ② に 影響 する。

図一１ は以 上 の よう な プロ セ ス を 最も 単 純 化 し

て 図解 した も の であ る。 取 引 行為 が 前例 価 格 を生

み だ し， 前例 価 格の 集 合 が相場 情 報 を形 成 する。

こ う して 形成 さ れた 相 場情 報 が， そ の情 報 を知 り

得 る範 囲 の 次の 取引 き にお ける 価 格 交渉 の べ一 ス

に な る。
こ の 両 ブ ロ ッ ク， つ

ま り
，
取 引 行 為 ブ ロ

ッ ク と相場 形成 ブ１コック の 交互 作 用 は， 諸 要因 に

よ って 変 容 しな が らも 循環 して いく 関係 に ある。

ト相 徽性質
一般 に相 場 は 次の よう な 性 質 をもっ て い る。 ま

ず は， 大き な基 本 的性 質と して

ａ 情報として知り得る取引前例価格の集合

を べ 一 ス に 形 成 さ れ る。

ｂ 現 在 の趨 勢や 将 来に 対 する 予 測に よ って

影 響さ れる。

この 二つ か ら相 場 情報 が 形成 さ れる と いっ て

よ い が， こ れ ら か ら 次 の よ う な 性 質 が 派 生 す

る
。
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積算単価に関する考察 １１０１

主 観 が入 る 余地 がある。

取 引 当 事者た ち の 戦略 に 影響 さ れる 面 が

あ る
。

当 事 者 の立 場に よ って 相 場 観が 異 なる こ

と も あ る。

． そ れ でも な お実 勢 に関 す る 観測 に基 づ く

情 報で ある。

相場は実勢取引価格に関する実例情報に基づく

やや 幅 のあ る， 主 観や 戦 略 が入 った 情 報 で ある。

そ れで もな お， 建 て前 や 建値 では なく 実態 の 実 勢

に関 する 情 報 であ る。 こ れ に対 し て一 般 に市 場 価

格 と いう と き は どう な の で あろ う か， 相場 情 報 と

同 じ面 もあ る が， 必 ず しも相 場 と 同 じだ とい え な

い場 合 があ るよ う に思 わ れる。

ｈ 相 場 は情 報 形態 と して 簡 単 な形 を持 つ。

多く は 単価 情 報の 形 であ る。 そ のた め 全 て

の晶 目 や細 目や 条 件 に対 し て網 羅 的に 相場

情 報 を入 手 でき な い。

１ 直 接 的相 場 がな い 晶目， 等級 が ある。 地

域， 期 間 （タ イ ム ラ グ） も あ る。

ｊ 施工条件や施工難易度にも対応していな

い
。

こ れら に 対処 する た め に， 補 完的 に推 定 する，

見積り徴集する， 下位レベルの市場単価情報と歩

掛 り から 積 上 げる， な どが行 わ れる。

こう した相場情報や市場価格情報の性質を理解

し， そ の 上 で個々 の 相 場情 報 を利 用 する こ と が必

要 に な る
。

團
予測と戦略による

４
． 相場形成

先 に ３．
相 場 情 報 の 性 質 の ｅ．

と し て
，
取 引 当

事者た ち の 戦 略に 影 響さ れる 面 が ある こ と を挙 げ

た が， こ れ はそ の 個別 取 引の た め の交 渉 戦略 や駆

け引 き を指 す の では ない。 む しろ， 今 後 の 同一 当

事者間の取弓１きや業界全体の取引きの相場をでき

る だ け有 利 な水 準 に 維持 しよ う とす る 狙 いか ら生

まれ る・ そ の 回の 個 別 取引 に お ける 戦 略 は 図一ｉ

の 取 引 行 為 ブロ ッ ク 内 で の 戦 略 で あ る が， ｅ． は

相 場 形成 ブロ ック ヘ の影 響， そ して， そ れ が次 の

セ ッ ショ ンの取 引 き のべ 一ス と なる こ と を強 く意

識 した 戦 略で ある。

そ の端 的 な例 は 出精 値 引き に 現わ れ る。 出 精値

引 き はそ の 個別 取 引 にお いて は， 売手 の サー ビス

の表 明と い える か も知 れ ない が， 同時 に， 相 場の

水準を維持しながら今の取引きを成立させようと

す る 戦略 の 現わ れ でも あ る。 した がっ て， 見 積り

書 において 取引 構 成 晶目 の単 価の 水 準は 下げずに，

そ の 総額 か ら値 引 きす る 形 をと る こと が多 い。

また， 相 場を 下 支 えする た め の減 産 や在 庫 調整

も 機械 メ ーカ ー の レベ ル で し ばし ば行 わ れる。

一般に市場の取引きは戦略がせめぎあう場であ

る。 そ れ は 売手 の利 益 と買 手 の利 益 が 取引 価 格の

高 低 に関 して 対 立 する と いう 宿 命に あ るか ら であ

る。 売 手 に とっ て は， 高い 相 場 を維 持 する こ とが

有 利 であ り， 買 手 に とって は低 い相 場
を維 持 する

ことが有利である （買手が転売を前提として取引

き する 場 合 には， その 後 の相 場 の反 転 高騰 を 予想

し期待 す る が， そ れは 貿手 が 貿っ た 事 後 では 売手

の 立 場に 変 化す るた めで ある。 しか し， そ う いう

投 機 行動 に かか わ る相 場 はこ こ で は扱 わ ない）。

そ のた め， 売 手 は取 引き の 実 際の， ある い は原

価 上 の単 価 は低 く せ ざる を得 な くて も， 実例 や前

例価格と して残る情報では高めの単価を維持する

工 夫 をす る。 買 手 側の 担 当者 はその 逆 の 傾向 を
持

つ。 これ は， 表 面 上の 晶 目， 数 量
と単 価 との ト レ

ー ドオ フ な ど に も 見 ら れ る。
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ト 建設取引のモデル
図一１ をきわ めて 抽 象的な モ デル と見 る とき は，

建 設 工事 を め ぐる 取引 き と相 場 の関 係 につ い ても

あ て は ま る だ ろ う
。
し か し
，
ど の レ ベ ル の 取 引 き

か， どの レ ベル の 相場 か， な どを考 慮 する とき は

大 変 複雑 に なり 簡 単 なモ デル 図 な どで は 表わ せな

い だ ろう。 相 場 や 市場 単 価 が存 在 しな いか， 情 報

とし て把 握 でき な い部 分 もあ る だろ う。

図 一２ は 建 設 工 事 の 場 合 に つ い て 最 も 単 純 化

し， 図 ■ と 同 じ趣 旨を 図 解 した も の であ る。 図

の 左 の円 が取 引 行為 の ブロ ッ ク を表 わ し， 右 の円

が相場 形 成 の ブロ ック に相 当 する。

取引 行 為 が前 例 価格 を生 み だ し， そ の集 合 から

相 場情 報 が形 成さ れる。 こ う して 形 成さ れた 相 場

情 報 が次 の取 引き に お ける 価 格交 渉 の べ一ス に な

る
。
こ の 両 ブ ロ ッ ク， つ

ま り
，
取 引 行 為 ブ ロ ッ ク

と相 場 形 成 ブロ ック の 交互 作用 が変容 しな がら も

循 環 し て い く。

取引き行為ブロック 相場惰報形成 ブロック

図一２ 建築工事の取引きと相 場形成の循環モデル

（２つのだ円は図一１との対応を示す）

こ こ ま で は 同 じ だ が
，
し か し
，
左 右 ２ つ の 大 き

な ブロ ック がそ れ ぞれ ２階 建 て にな って い る。 左

円 内の 上 の ブロ ック は， 発 注 者 と元 請受 注 者の 取

引 行為 を 指 し， 下 は元 請・ 下 請間 の 取引 き の ブロ

ッ ク を 指 す。

一 方， 右 円内 は， 総 価 を構 成 する 細 目 レベ ル の

相 場 情 報を べ一 ス にそ の レ ベル の積 算 見積 り が行

わ れ， そ れ ら を積 上 げて 総価 レベル の 価格 が 設定

さ れ る こと を上 向 き の矢 線 が意 味 して いる。 細 目

レベ ル の相 場情 報 を利 用 でき な い状 況 で は， もう

一 段 降り た レベ ル の構 成 要素 の 材料， 機械， 労務

の 相 場や 市 場単 価 情報 を 利用 す る。 こ の レベ ルま

で入 れる と 相場 ブロッ ク も取 引 ブロ ック も 「３ 階

建てのモ デル」 になる （標準歩掛り積上げ方式な

ど）。 逆 に， 総 価 レベ ル での 前 例 価 格 や 相 場， た

と え ば， 述 べ床 面 積坪 当た り や 平米 当た り 単 価の

前例価格や相場などをべ一スとする取引行為があ

る と す れ ば， 表 面 的に は 「平 屋建 て のモ デル」 に

な る。 建 築市 場 単価 方 式 の考 え 方は こ の図 のよ う

な ｒ２階 建て モ デ ル」 に相 当 する。

発 注 者 か ら み て， 見 え る ・ 見 え な い， 関 心 あ る

・ な い， にか か わ らず， 発 注 者と 元 講間 取引 レベ

ル， 元 下 間 の 取 引 レ ベ ル， 材 料 の 取 引 レ ベ ル な

ど， い くつ か の レベ ル が存 在 し各 レ ベル の相 場 情

報 があ る。 市 場価 格 や相 場 情報 は， 材料 レベ ル の

方 がオ ー プン で 明瞭 に存 在 し， 知 り安 い こと も 多

い。 そ れ は， 本来 の 意味 のオ ー プ ン で透明 な ｒ市

場」 が どの レ ベル で どの 程度 成 立 して いる か の度

合 い に よ る の だ ろ う。

鰯
異なるレベルの

６
． 相場情報利用

図一３ は， 図一２ を ち ょ っ と だ け 書 き 直 し た も の

で ある が， 左 右 の大 ブロ ック の上 半 分 と下 半 分を

ブ ロ ッ ク と し て 扱 い， 遂
ブ ロ ッ ク の 循 環 と し て 描

い て いる。 こ の 図 はお よそ 次 のよ う な意 味 を示 そ

う と し て い る。

①上半分は発注者と元請受注者の取引レベルであ

り， 通 常 は 総 価 レ ベ ル の 取 引 行 為 や 契 約 で あ

る
。
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積算単価に関する考察 １１０１

② 下半 分は元請と一次 下請間 の取引 レベノレであ

り， おお む ね標 準 内訳 書 でい う細 目 レ ベル の 前

例 価 格や 相場 の レ ベル で ある。

③矢 線 は どこ か ら始 まり どこ で終わ る と は言 い 難

い。 公共 工 事 では 発注 者， 受 注 者 （あ るい は 入

札参加者） の双方がそれぞれに総価を求めて積

算 見 積り を 行 い， 予定 価 格や 入 札価 格 （あ る い

は， 予算 や 提 示価 格） を 設定 す る。

④ そ の 根 拠 と な る の は， 互 階 下 が っ た 細 目 レ ベ

ル， また は ２ 階下 がっ た 要 素別 レ ベル の前 例 価

格 や 相場 情 報 な どで ある。 これ は この レベ ル の

参考見積り徴集を含むなんらかの調査に基づく

情 報 で あろう （右 の上 向 き 矢線）。

⑤この細目レベルの前例価格や相場情報は元請下

請 間 の取 引 行為 に よっ て 生ま れ る （下 の右 向 き

矢 線。 い ま は， 矢 線 を 逆 向 き に た ど っ て い る）。

⑥元請下請間取引 は建 築総価 レベル の取引 行為

（公 共 では競 争 入 札） が 終わ って から 始ま る の

が わ が国 で は普 通 であ る。 元 下 間に も 前例 価 格

が特定当事者間にもあり， 同一専門工事業界の

標 準 的単 価や 相 場 が存 在 する 場 合も あ る が， そ

れら がそ の まま 元 下間 の 契約 価 格 にな るこ と は

少 な い。 元 請契 約 価格 が 先に 競 争 的に 決ま った

後で始まる元下間取引は元請契約価格の影響を

総価レベル

（発 注 者 ・ 元 請 間

取 引 レ ベ ル）

十

競争入札

随慧契約な ど

発 注 者 ・ 元 講

間取引プロツ

ク

強 く 受 け る （左 の 下 向 き 矢 線）。 そ の 影 響 を 受

けて形成される元下間の取引相場情報が矢線を

ぐる りと 反 時計 向き に回っ て 再 び総 価 レ ベル の

べ 一ス ライ ン設 定 （前 記 の③） に反 映 さ れる。

鰯７． ま と め 、一取引魎格のミク目理論開発への期待一

以 上 の考 察 に基 づ いて い えそ う なこ と をと り あ

え ず 列 挙 し て お き た い。

・ 取引 行為 と 価格 情 報 はい くつ か の ブロ ック を 巡

って循環する。 相場情報形成への影響も循環す

る し， 取 引 価格 交 渉 の根 拠情 報 も循 環 する。 こ

の二 つの 循 環 は逆 回 り である。

・ つ まり， 「取 引 実 績 の亙 次 的 影 響 は各 図 の 矢 線

の向 き， つ まり 反 時 計回 りに 及 ん で次 の
ブロ ッ

ク の 相 場 情 報 を 形 成 して い く」 が， 「あ る ブ ロ

ック が根 拠 とす る 情報 は 矢線 と 逆 向き， つ ま り

時 計 回 り に 求 め ら れ て い く」 。
こ れ は， ３ つ の

図い ず れに おい て も一 応 は共 通 に言 える こと で

あ る
。

・ こ れ は 実 は 一 般 普 遍 的 に 言 え る こ と で は な い。

総価レベルの元請入札者の競争が終わってから

元下間取引が賢手優位 で確定してゆく場合に上

記の よう に 言 える に 過 ぎない。

予定価格の設定

入札価格の設定

∴

総価の積簾見

積 り ブロ ツ ク

細言単価構報の利用

綴目レベル 元講・下請間 綴目市場単価

（元下間取引レ 取引 き ブロ ツ 調査 プ日 ツ ク

ペル） ク

取引き行 帥 ツク ← に 相場情報形成プ園ツク

図一３ 建築工事の取引情報循環 （４ ブロックモデル）
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・ 左 縦矢 線 が逆 向き に な る一 例。 元 下 間交 渉 が先

行 し， そ の専 門業 考 別 見積 り の合 計 に自 分 のマ

ネ ジメ ン トフィ ー 等 をオ ンし て発 注者 に 提 示ま

た は入 札 する 形 で， かつ 元 下 間事 前 交渉 の 拘束

力 が存 在す る 場合 （海 外の 一部 に そうレ）う こと

があ る と いわ れ て い る） 図 一３ の 左側 下向 き 矢

線 は逆 に上 向き と な る。

。 また， わ が国 でも 専 門工 事業 の 価格 形 成力 や 交

渉力が強い場合 （売手市場の場合） には影響は

どち らか と いう と 上 向き とな る。

。反 対 向き の 矢線 どう しが ぶつ か る ブロ ック で は

独 特 の間 題 が生 じる （た とえ ば， 左 上 ブロ ック

に お け る 入 札 不 調， あ るし）は 赤 字 受 注）。

・ で は
，
図 一２ や 図 一３ の よ う に 循 環 し て い け ば

間 題 な い か と い え ば， 決 し て そ う で は な い。 当

事者 に とっ て 切実 で大き な 間 題を 常に 孕 ん でい

る （しわ 寄せ回 路や前前 回延べた 逆回路 ２な

ど）。 そ して， そ の 間 題 に 対 抗 す る 戦 略 （逆 回

路 ４， ５，
６ な ど） が 学 習 さ れ 姿 を 現 す。 し か

し， こう した 対 抗 戦 略は 新制 度 の 試行 期 間に は

姿 を 表さ な い。 こ れも また 一つ の戦 略 （メ タ 戦

略） であ る。

∵ う した 問題 の 考察 は， 各 ブロッ ク の 取引 当事

考， た と え ば， 左上 ブロ ッ ク での 発 注者 と 元講

入札 者， 左 下 ブ ロッ ク の元 請 と一 次 下請 な どの

立場 の 違 いを 考慮 に 入 れ， かつ， そ れら 当事 者

間の競争や対抗戦略などを考慮に入 れて考察 し

なけ れ ばな ら ない。

・相 場 情 報は 実例 価 格の 集 合 によ って 形 成さ れ る

が， 同 時に， 現 在 の需 給 の状 況 （予 定 価格 に 関

す る 予 決 令 にも こ０）語 が ある）， 今 後 に 対 す る

予 測 や戦 略に よ って も 変 動す る。

・ 建 設市 場 の価 格 競争 は 少 なく とも ２ 層 の レベ ル

で行われる。 元請者間競争と下請者間競争であ

る。 各 層 の前 例 価格 の集 合 は 循環 し て自 ら の 次

期 取引 に も影 響 する。 取引 者 の戦 略 は複 雑 にな

り
，
ジ レ ン マ が 生 じ る

。
ジ レ ン マ は 新 し い 対 抗

戦 略の 学習 を 生 む。

・ 市場 はこ１う した 取引 当 事者 達 の戦 略 がぶ つか り

あう 場 で ある。 戦略 の ぶつ かり が な い市 場 は市

場経 済 的意 味 で の市 場と は い えな い。

。 経済 学 で循 環 と いえ ば， 景 気変 動 の循 環や 投 資

効 築 の 産業 関連 に よる 波 及 循環 な どの マク ロ な

循 環 を お も に 指 し て き た よ う に 見 え る。 し か

し， 取引 行 為と 実 態価 格 や相 場 情報 な どの ミク

ロ 経 済の レ ベル に もさ ま ざま な 循環 が 観測 さ れ

る。 こ れら のミ ク ロの 循 環の 構造 を 解 明す る こ

と を これ か らの 新 しい 経 済学 に期 待 した い と 思

う。
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